










　リテールマーケティング（販売士）検定試験は、少子高齢化やライフスタイルの変化をはじめ、IT 化の急速
な進展など事業環境が大きく変化する中で、小売業だけではなく、製造業や卸売業、サービス業、さらには
流通業にとって、販売に必要な商品知識や販売技術、仕入や在庫管理、マーケティングなど専門的な知識を
持つ人材の育成を目指した公的資格です。
　接客力、商品知識力、販売分析力など、“ 現場で活きる 6 つの力 ” を身につけ、販売のプロフェッショナル
を目指しましょう。

このような方に
役立ちます!

● デパート、専門店、スーパーなど、大規模小売店の販売員及び売場責任者や店長クラスの方
● 一般小売店の経営者及び従業員
● コスト管理を求められる管理者
● 製造業、サービス業、卸売業などの販売業務担当者
● これから流通・小売業界で活躍したい方

顧客満足と利益を両立させる“6つの力”を学ぼう!
リテールマーケティング（ 販売士）検定試験

人を育て、現場を変える

現場で活きる 6つの力  〜 学んだ知識が、すぐ仕事に活かせます 〜

接客力

商品知識力

売場マネジメント力 経営力

販売分析力

マネジメント力
接客の基本と応用
を学び、お客様対
応に自信がつく。

取扱商品の特徴や
魅力を理解し、的
確に説明できる。 売場づくり・在庫配

置など、店舗全体
を管理できる力。

経済の流れを踏ま
え、数字で店舗運
営を考える力。

売れ筋を見抜き、
在庫を最適化する
力が養われる。

店舗運営の全体像
を把握し、チームを
導く力が身につく。

142025.12



　

弊
社
で
は
「
み
ん
な
が
学
ぶ
風
土
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う

思
い
か
ら
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、そ
の

一
つ
が
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
お
客
様
か
ら
支
持
さ
れ
る
仕
組
み
の
基
礎
を
学
べ
、

社
員
の
業
務
の
質
や
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の
販
売
活
動
に
お
い
て
は
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
、
根
拠
に
も
と
づ
く
接
客
や
売
り
場
づ
く
り
を
企
画
・

提
案
し
て
お
り
、
企
業
と
し
て
売
上
向
上
だ
け
で
は
な
く
社
員

の
成
長
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
人

を
育
て
、
組
織
を
強
く
す
る
た
め
の
実

践
的
な
仕
組
み
と
し
て
非
常
に
お
す
す

め
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お問合せ 産業政策部　Tel．027-234-5108

群馬ヤクルト販売株式会社
卸商業部会 No.1528

● 代表者　代表取締役社長  塩谷 輝行
● 住　所　前橋市高井町 1-7-1
● T E L　027-251-8960
● F A X　027-253-8960
● 営業時間　9:00 ～ 17:00
● 定休日　土・日・祝日
● U R L　https://www.gunma-yakult.co.jp/

受験までの流れ すべての級でネット試験に移行しており、全国の指定会場で通年受験が可能です。学習の進
捗やスケジュールに合わせて柔軟に受験日を選択できます。

※�なお、 当該企業・教育機関等のパソコンルームなどを会場として、自社の社員や自校の生徒を対象とした団体受験が可能です。団体受
験には施行要件がありますので、詳細につきましてはホームページをご覧ください。　https://www.kentei.ne.jp/retailsales

ユーザ ID とパスワードを取得し、受験者専用ページを作成。

専門ページへログイン後、試験申込。
①希望の試験を選択、②試験の日付・会場・時間を選択

本人確認書類を提示して試験開始。
（試験開始時刻 30 〜 15 分前に会場にお越しください）

受験者登録

受験予約

受験当日

1 級 経営に関する極めて高度な知識を身につけ、商品計画からマーケティング、経営計画の立案や財務予測等の経営管理
について適切な判断ができる。
マーケティングの責任者やコンサルタントとして戦略的に企業経営に関わる人材を目指す。

2 級 マーケティング、マーチャンダイジングをはじめとする流通・小売業における高度な専門知識を身につけている。
販売促進の企画・実行をリードし、店舗・売場を包括的にマネジメントする人材を目指す。
幹部・管理職への昇進条件として活用しているところもある。

3 級 マーケティングの基本的な考え方や流通・小売業で必要な基礎知識・技能を理解している。
接客や売場づくりなど、販売担当として必要な知識・技術を身につけた人材を目指す。
流通・小売業に限らず、 BtoC の観点から社員教育に取り入れている卸売業や製造業もある。

《 各級のレベル 》

利

の

声

用

者

販
売
活
動
に
活
か
せ
、社
員
の
成
長
を

感
じ
ま
す

社内研修の様子
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認知度アップ！で

新規開店に限らずWEB・SNSを活用した広告プランもございます！お気軽にお問い合わせください！

新規開店の
ご連絡はこちら▲ ▲ ▲ ▲

 新規開店をお知らせしませんか?

集客人数アップ！



　2025年10月10日、赤城山の裾野に広がる群馬の花と緑の名所「ぐんまフラワーパーク」が、「Gunma 
Flower Park＋（ぐんまフラワーパークプラス）」として新たに生まれ変わりました。
　コンセプトは「Enjoy！花とあそぶ」。花を “ 見る ” だけでなく、“ 触れる・香る・味わう” といった五
感で楽しむ体験を通じて、訪れる人が自然と心を通わせる場所に。
　地域の文化・産業とも深く結びついたこのリニューアルは、市内外からの来訪促進と地域経済の活性
化にも大きな期待が寄せられています。

花と自然で心を解き放つ 五感で “ 花とあそぶ ”
新体験が誕生

　
「G

unm
a Flow

er Park

＋
」の
最
大
の
魅
力

は
、
花
を
た
だ
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、＂
花
と

と
も
に
過
ご
す
時
間
＂を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

園
内
に
は
、
五
感
で
花
と
自
然
を
楽
し
め
る
5

つ
の
エ
リ
ア
が
新
設
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
々
に

包
ま
れ
「
花
の
中
に
入
る
」

感
覚
を
味
わ
え
るH

A
N

A

エ
リ
ア
、
水
辺
に
広
が
る

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
が

園内マップ

MINAMOエリアの全景

オリジナルバラ（ココンジョーヌ）

印
象
的
なM

IN
A

M
O

エ
リ
ア
、
熱
帯
雨
林
の
よ

う
な
空
間
を
楽
し
め
るH

ID
A

M
A

R
I

エ
リ
ア
、

日
本
庭
園
や
野
菜
の
花
畑
な
ど
和
の
趣
を
感
じ
ら

れ
るT

EIEN

エ
リ
ア
、
プ
レ
イ
ガ
ー
デ
ン
で
自

然
と
遊
びnature positive

と
親
し
め
る

H
A

R
A

PPA

エ
リ
ア
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

テ
ー
マ
で
来
園
者
を
迎
え
ま
す
。

（
※H

ID
A

M
A

R
I

エ
リ
ア
は
２
０
２
６
年
オ
ー

プ
ン
予
定
）

　

群
馬
の
風
土
と
文
化
に
根
ざ
し
地
域
に
愛
さ

れ
る
三
つ
の
花
「
バ
ラ
・
ア
ジ
サ
イ
・
ク
レ
マ

チ
ス
」を
、「
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
は
全
国
有
数
の
産
地
で
あ
り
、
前
橋

市
の
花
と
し
て
も
制
定
さ
れ
る
「
バ
ラ
」。
前
橋

市
産
の
バ
ラ
は
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け

て
お
り
、
同
様
に
生
産
地
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
る
「
ア
ジ
サ
イ
」「
ク
レ
マ
チ
ス
」も
県
内
育

種
の
も
の
を
中
心
に
展
示
。

　

時
間
と
と
も
に
育
つ
植
物
の
姿
を
楽
し
め
る

よ
う
、
長
期

的
な
景
観
づ

く
り
を
見
据

え
た
植
栽
が

行
わ
れ
て
い

ま
す
。

花
と
自
然
を
「
体
験
」
す
る
新
た
な
ガ
ー
デ
ン

群
馬
な
ら
で
は
の
「
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」

「Gunma Flower Park ＋」
リニューアルオープン！
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 問い合わせ

TOPICSTOPICS

フラワーホールでのアクティビティの様子

ミナモレストラン内装

　

こ
れ
ら
は
単
な
る
花
の
展
示
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
農
業
と
園
芸
産
業
を
県
内
外

へ
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

　

園
内
で
は
、

季
節
ご
と
に
花

摘
み
や
ア
ロ
マ

ミ
ス
ト
作
り
、

草
木
染
め
、
群

馬
の
伝
統
工
芸

「
竹
皮
編
み
」

体
験
な
ど
、
幅

広
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
目
的
だ
け
で
な

く
、
企
業
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も

活
用
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
の
理
念
「N

ature 
Positive

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）
」

を
掲
げ
、
園
内
で
の
腐
葉
土
づ
く
り
や
ロ

ス
フ
ラ
ワ
ー
活
用
な
ど
、
自
然
と
共
生
す

る
運
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
の

異
な
る
5
つ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
・

カ
フ
ェ
が
並
び

ま
す
。

　

中
で
も
「
ミ

ナ
モ
テ
ラ
ス
」

で
は
、
水
上
に
広
が
る
花
畑
を
眺
め
な
が

ら
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
群
馬
の

伝
統
工
芸
品
に
触
れ
ら
れ
る
空
間
で
す
。

地
域
文
化
の
継
承
と
持
続
可
能
な
空
間
を

目
指
し
、
廃
材
や
地
場
素
材
を
再
利
用
し

た
心
地
よ
い
内
装
が
来
客
者
を
迎
え
ま

す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、
花
と
自
然
、

地
域
文
化
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
観

光
・
交
流
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「G
unm

a Flow
er Park

＋
」。

　

花
を
通
じ
て
人
と
地
域
、
そ
し
て
自
然

を
つ
な
ぐ
こ
の
場
所
が
、
群
馬
の
新
し
い

魅
力
発
信
地
と
し
て
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ

い
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
花
と
あ
そ
ぶ
」
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

地
域
の
新
し
い
魅
力
発
信
拠
点
と
し
て

群
馬
の
食
と
文
化
を
味
わ
う
レ
ス
ト
ラ
ン

　　　　　　リニューアルした
ぐんまフラワーパークプラスのコンセプトは

「Enjoy ！花とあそぶ」です。花を「見る」だ
けでなく、摘む、香る、味わ
う、束ねるなど、五感を使っ
た花とのあそびを体験でき
る、体感型施設へと生まれ
変わりました。花と緑に囲
まれた空間で、特別な一日
をお過ごしください。

「Gunma Flower Park＋ 」（ぐんまフラワーパークプラス ）
住　所：〒371-0246　群馬県前橋市柏倉町2471−７
　　　　Tel. 027-283-8189 / Fax. 027-283-8389
営業時間：通常 9:00～17:00
　　　　冬季ライトアップ期間 12:00～20:30
　　　　（イベントの場合は変更 ）
入園料：大人 900円～1,800円 / 小人 300円～600円
　　　　ペット 200円
　　　　（リニューアルオープン当初は大人900円 ）
定休日：火曜日（祝祭日の場合変更あり ）
ＵRＬ：https://www.flower-park.jp/

冬季ライトアップ  12/5（金）～
イベント情報はこちらから

ぐんまフラワーパークプラス
園長  長田  昇 氏

17 2025.12

群馬県前橋市天川大島町 1248
TEL：027-261-0216　FAX：027-261-0254



専
門
家
の
引
き
出
し

な
環
境
で
の
斎
藤
の
思
い
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。文
頭
は
、鈴
木
貫
太
郎
の
毎

日
新
聞
に
お
け
る
掲
載
記
事
の
感
想
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
も
、斎
藤
は
貫

太
郎
が
「
陛
下
と
御
一
体
ニ
御
苦
心
終
ニ

御
信
念
を
達
せ
ら
れ
た
る
事
」つ
ま
り
は

終
戦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
「
邦こ
っ
か家
の
幸

福
ニ
て
感
激
」で
あ
る
と
感
想
を
述
べ
て
い

る
。
書
簡
は
、
以
降
も
終
戦
と
昭
和
天
皇

に
関
す
る
斎
藤
の
思
い
が
書
か
れ
て
お
り
、

「
感
激
之
意
を
表
以
申
上
候
」と
終
戦
後

の
平
和
へ
の
感
謝
で
締
め
ら
れ
る
。

　

斎
藤
熊
雄
は
、
書
簡
の
文
頭
で
「
本
月

八
月
十
五
日
の
毎
日
新
聞
紙
上
に
再
度
終

戦
時
の
閣
下
の
御
談
話
掲
載
有
之
拝
読
仕

り
候
」と
書
い
て
い
る
。こ
の
毎
日
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
「
御
談
話
」と
は
、昭
和
21
年

８
月
15
日
の
記
事
を
指
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。こ
の
記
事
は
太
平
洋
戦
争
終
結

か
ら
１
年
を
経
て
、
鈴
木
貫
太
郎
が
開
戦

か
ら
終
戦
ま
で
を
回
想
し
た
内
容
で
あ
る
。

特
に
、
終
戦
時
の
貫
太
郎
の
心
情
が
語
ら

れ
て
い
る
の
で
該
当
箇
所
を
紹
介
し
た
い
。

　
「（
前
略
）こ
ち
ら
は
敗
れ
た
の
で
あ
る
、

敗
れ
た
以
上
は
男
ら
し
く
す
べ
て
を
相
手

方
に
委
せ
る
以
外
に
な
く
こ
れ
は
古
来
か

ら
の
慣
は
し
で
あ
る
、し
か
し
私
は
次
の
一

点
に
つ
き
絶
大
な
信
念
を
持
つ
て
ゐ
た
、そ

れ
は
敵
将
を
信
頼
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
、武
士
道
は
日
本
の
独
占
物
で
は
な
い
、

世
界
の
普
遍
的
な
道
義
で
あ
る
、一
旦
軍
門

　

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
の
残
さ
れ
た
斎
藤

熊
雄
の
書
簡
に
は
、
戦
後
の
8
月
18
日
に

出
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
封
筒
の
切
手
が

剥
が
さ
れ
て
お
り
、
消
印
や
郵
便
料
金
か

ら
年
代
の
判
断
は
で
き
な
い
が
、
内
容
や

宛
先
が
関
宿
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
お
そ

ら
く
昭
和
21
年
と
推
測
さ
れ
る
。

　

書
簡
で
は
終
戦
か
ら
１
年
を
経
た
現
況

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
幸
福
」

と
い
う
文
言
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
平
和

終
戦
か
ら
１
年
後
に
出
さ
れ
た
書
簡

毎
日
新
聞
の
「
御
談
話
」

鈴
木
貫
太
郎
を
知
ろ
う

連 載 企 画

第
５
回

鈴
木
貫
太
郎
と
斎
藤
熊
雄　
そ
の
２

執筆者

笹
ささがわ

川　知
とも き

樹

野田市市政推
進室学芸員。
1990年愛知県
名古屋市で生まれ、千葉県千葉
市で育つ。
2016年立正大学大学院文学研
究科史学専攻修士課程を修了。
同大学の大学史編纂室やキッ
コーマン国際食文化研究セン
ターを経て、2017年10月に野
田市入庁。教育委員会へ出向と
なり、文化財係に配属され、鈴
木貫太郎記念館のほか、文化財
の指定や民俗芸能なども担当。
2023年4月より、現在に至る。

斎藤熊雄書簡の冒頭

書簡裏 書簡表

182025.12

【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人



人
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、侍
従
長
、そ
し
て
内

閣
総
理
大
臣
時
代
に
も
一
貫
と
し
て
持
ち

続
け
て
い
た
こ
と
は
貫
太
郎
の
行
動
が
証

明
し
て
い
る
。

　

新
聞
記
事
に
お
け
る
終
戦
時
の
鈴
木
貫

太
郎
の
心
情
に
つ
い
て
、斎
藤
熊
雄
は
「
マ

元
帥
の
心
中
御
調
察
の
件
等
誠
ニ
愉
快
ニ

拝
読
仕
り
候
」と
記
し
て
い
る
。「
愉
快
」

を
ど
の
様
に
解
釈
す
る
の
か
は
難
し
い
が
、

学
友
貫
太
郎
の
道
徳
心
や
言
動
に
対
し
て

胸
が
す
く
思
い
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
貫
太
郎
の
記
事
は
、
当
時
首
相
で

あ
っ
た
吉
田
茂
も
読
ん
で
お
り
、か
ね
て
か

ら
貫
太
郎
の
考
え
方
に
共
感
を
覚
え
る
事

が
あ
っ
た
吉
田
は
、こ
の
記
事
を
即
座
に

英
訳
し
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
送
っ
て
い
る
。

吉
田
は
添
え
状
に
貫
太
郎
の
意
見
は
、
自

分
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
大
多
数
が
同

じ
意
見
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
鈴
木
貫

太
郎
記
念
館
に
は
、
記
事
の
英
訳
さ
れ
た

も
の
（
確
認
の
た
め
の
写
し
と
思
わ
れ
る
）

が
残
さ
れ
て
お
り
、そ
こ
で
はBushido

の
文
言
部
分
に
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

吉
田
と
し
て
は
、
外
交
官
出
身
の
自
分
の

言
葉
で
は
な
く
、
軍
人
出
身
な
が
ら
政
治

的
重
責
を
担
っ
た
経
験
者
で
あ
る
貫
太
郎

か
ら
の
言
葉
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
境
遇
に

に
降
つ
た
以
上
は
こ
れ
を
味
方
と
し
て
保

護
す
る
こ
と
は
正
し
い
武
人
の
行
動
で
あ

る
、
私
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
個
性
は

知
ら
な
か
つ
た
が
、私
も
武
人
の
一
人
と
し

て
こ
の
心
理
を
固
く
信
じ
て
ゐ
た
、従
つ
て

當
時
種
々
と
不
安
感
に
基
く
噂
が
飛
ん
だ

が
、
私
は
い
さ
さ
か
も
心
配
し
な
か
つ
た
、

（
後
略
）」

　

貫
太
郎
が
述
べ
る
武
士
道
と
は
何
か
、

そ
の
答
え
は
こ
の
記
事
と
同
時
期
に
刊
行

さ
れ
た
貫
太
郎
の
著
作『
終
戦
の
表
情
』の

「
日
本
人
と
し
て
残
し
た
い
美
点
」か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。貫
太
郎
は
、武
士
道

を
「
決
し
て
武
を
好
む
精
神
で
は
な
い
、正

義
、廉
潔
を
重
ん
ず
る
精
神
で
あ
り
、慈
悲

を
尊
ぶ
精
神
で
あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。ま

た
、武
士
道
と
同
様
の
精
神
と
し
て
、西
洋

に
は
古
来
か
ら
騎
士
道
が
あ
り
、そ
の
精

神
は
今
も
生
き
て
い
る
は
ず
と
も
述
べ
て

い
る
。貫
太
郎
は
自
身
の
事
を
「
武
人
」や

「
軍
人
」と
称
し
て
い
た
。そ
れ
故
に
自
ら

の
信
ず
る
武
士
道
を
実
行
し
て
き
た
。こ

の
考
え
は
、
軍
人
は
政
治
に
関
与
す
べ
き

で
な
い
と
い
う
信
念
と
と
も
に
、
海
軍
軍

置
か
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
も
響
く
と
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

手
紙
と
記
事
の
英
訳
を
受
け
取
っ
た

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
即
日
お
礼
の
手
紙
を

吉
田
へ
送
っ
た
。
普
段
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

吉
田
へ
の
返
信
は
、数
日
か
ら
内
容
に
よ
っ

て
は
数
週
間
か
け
る
こ
と
も
あ
り
、こ
の

対
応
は
異
例
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
後
年
に
出
版
す
る
『
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
回
想
記
』に
英
訳
の
全
文
を
掲

載
し
て
い
る
。

　

マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
心
情
を

明
記
し
て
い
な

い
の
で
、
推
測

の
域
を
脱
し
な

い
が
、
同
じ
軍

人
出
身
で
あ
る

貫
太
郎
か
ら
武

士
道
と
同
じ
精

神
を
持
っ
て
い

る
と
評
さ
れ
た

こ
と
は
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
日

本
へ
の
見
解
に

少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

新
聞
記
事
を
め
ぐ
っ
て

鈴木貫太郎の毎日新聞掲載記事の英訳(一部抜粋)

鈴木貫太郎『終戦の表情』

19 2025.12

がん診断共済金

50万円
(4口加入の場合　200万円 )

がん診断共済金で治療の選択肢を広げ、
高額出費への不安を解消。

がん治療 ( 手術・放射線治療・抗がん剤治療 )

月額14万円を最大60回保障
(4口加入の場合　月額56万円 )

治療月保障やホルモン剤治療共済金で
治療の長期化に対する不安に備える。

（前橋支店 ）☎ 254ー2755
新登場

Ⅰ型
1口

1,500円

Ⅱ型
1口

2,000円
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21 2025.12

簡単配信サイネージSTB「POP　VISION」「QShot　Vision」

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田

かんたん、シンプル、楽々配信
ディスプレイを使って画像データを配信したいしたいけど操作が難しそう…

コンテンツの入替をかんたんに更新したい…

2パターンのかんたん操作でコンテンツ配信をご提案できます！
パターン①「POP　VISION」 パターン②「Qshot　Vision」

ご利用のパソコン、スマートフォン、タブレットを操作し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像を｢スライドショーで配信｣

専用のタブレットから配信したい画像をタッチして｢即座に変更｣に画像表示

｢新しいディスプレイ｣のご提案はもちろん
既に利用されている｢シャープ製品以外｣のディスプレイ､モニターでもご利用出来る可能性がございます！
ご興味ありましたらお気軽にご相談ください！

Windows PC､タブレット､スマホ
HDMIケーブル HDMIケーブル


